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現在ご利用の病院システムから、院内でお使いの臨床検査値を取り込み、運用を行うことができます。

医師が院外処方箋を出力する際や、薬剤部で処方オーダーを受け取る際
医薬品別検査値 DB が院内の検査値データを取り込み、処方箋に検査値を出力します。

医薬品別検査値データベース (DB) とは医薬品別検査値データベース (DB) とは
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処 方 せ ん 
（この処方せんは、どの保険薬局でも有効です。） 

（検査値情報［薬局用］） 
お薬を安全に服用いただくために必要な検査値の一覧です。 

★保険薬局にお持ちください★ 
●検査値情報（直近100日の最新の値を表示。括弧内の日付は測定日） 

●特に注意が必要な薬剤と検査値情報の組合せ（薬剤名は半角20文字分を印字） 
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＜エスワン配合OD錠T20＞ 
肝機能(GOT,GPT,ALP,T -BIL)  
骨髄抑制(WBC,SEG,ST,HGB,PLT)  

＜保険薬局の方へ＞ 
特に注意が必要な検査値を表示しています。 
ご不明な点がございましたら当院薬剤部ホーム
ページをご参照いただくか、お問合せください。 

（直近100日に測定値がない場合は***で表示） 

＜＜以下余白＞＞ 
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処方箋用紙の処方欄に「検査値情報」として改頁し別紙に印刷。
外来担当医師の手元のプリンターから処方箋とともに出力。

千葉大学医学部附属病院での使用例

千 葉 大 学 医 学 部 附 属 病 院 で の 実 務 例

実 践 事 例

院外処方箋出力例 院内処方箋出力例



検査値まで鑑みてもらえる安心感。

固定検査値と医薬品別検査値の特徴固定検査値と医薬品別検査値の特徴

2 種類の検査値が、処方鑑査で有効に活用されています。( 固定検査値・医薬品別検査値 )

疑義照会事例疑義照会事例

1.  ［ 固定の検査値 ］ 副作用の重篤化回避

4%

96%

出       典  ○ 重篤副作用疾患別対応マニュアル ( 厚生労働省 )

・自覚症状で早期発見できない副作用

・自覚症状よりも先に臨床検査値が変動する副作用

これらの副作用を対象とし、

「早期発見と早期対応のポイント」の項目に記載のある

検査値

出       典  ○添付文書
○「薬剤性腎障害診療ガイドライン 2016」

・添付文書の禁忌・警告に具体的に検査項目が
記載されている医薬品

・腎機能に応じた至適投与量の記載のある医薬品

具  体  例  AST ALT ALP T-BIL CRE eGFR シスタチンC   
K CK WBC HGB PLT SEG ST. TSH HbA1c

具  体  例  ・低カリウム血症もしくは高カリウム血症 :K
・骨髄抑制 :WBC、好中球、HGB、PLT
・貧血 :HGB
・血小板機能障害 :PLT
・腎障害 ( 腎不全 ):CRE、eGFR、シスタチンC
・肝障害 :AST、ALT、ALP、T-BIL

表示方式  すべての処方箋に共通の検査値 16 項目を表記 表示方式  医薬品名の横に関連検査値を表記

2.  ［ 医薬品別検査値 ］ 過量投与、禁忌症例への投与回避

＜ 処方箋チェック支援 ＞ ＜ 疑義照会支援機能 ＞

患者個別の要因に基づく疑義照会件数 疑義照会の端緒
処方変更に至った 137 件の内訳
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約 4 倍に増加
医薬品別検査値から
疑義を発見

処方変更に至っています。

医薬品別検査値
固定検査値

表示開始前 3 ヶ月間 表示開始後 1-3 ヶ月間

検査値表示前後の疑義照会実施率
2 種類の臨床検査値を並 べて表示することで、処方
鑑査で有効に活用されています

調査期間 :2014/11~2015/10 の 1 年間 ( 総枚数 249,852 枚 )

参考資料 :  薬学的管理の質を高める - 院外処方箋への検査値表示 - 千葉大学医学部附属病院薬剤部 石井伊都子氏 2016

特 許 番 号 6 5 6 7 0 5 1
より質の高い処方鑑査に向けて

数万種類に及ぶ薬のなかには、処方に際して検査を要するものがあります。薬剤師は、これらが含
まれているかどうか確実に把握した上で、質の高い処方鑑査を行うことが求められています。
特に注 意 が必 要 な検 査 項 目を表 記し、注 意を促すことで日々の調 剤 業 務の正 確 な遂 行、患 者 一 人
ひとりの検査値を鑑みたより高度な処方鑑査をサポートいたします。



千 葉 大 学 医 学 部 附 属 病 院   副 病 院 長  

薬剤部 教授　　　石井伊都子（部長） 先生

医 薬 品 別 検 査 値
デ ー タベ ース の 活 用

薬物治療を遂行するにあたり「禁忌、副作用、過量投与」を回避するのは、薬剤師の役目です。調
剤業務を行 なっている時、果たしてどれだ け禁忌、副作用、過量投与の回避が出来ているのでしょ
うか。処 方 箋を受 け取った時、患 者 情 報 が少 ないからといって、なおざりにしたまま調 剤 業 務を完
了していませんか。

医 薬 品 別 検 査 値データー ベ ース (DB) は、医 薬 品 の添 付 文 書 の禁 忌、警 告 に記 載されているす
べての項 目を分 類し、臨 床 検 査 値に置き換えて表 現したものです。つまり、医 薬 品ごとに関 連する
臨床検査値 ( 腎機能、肝機能、電解質等 ) が明示され、薬剤師がどの臨床検査値に注意して鑑査す
れ ばいいのか、一見してわかる仕組みになっています。残念ながら、私たちはこの DB を利用するま
で、院内の処方鑑査時に病態禁忌として疑義照会したケースは ほ ぼありませんでした。また、院外
処 方 箋 は 保 険 薬 局で調 剤されますが、この DB を利 用するまでは 病 態 禁 忌に対する疑 義 照 会 は、
院内と同様にほ ぼゼロでした。しかし、処方箋に医薬品別検査値が表記されるようになると、院内
では禁忌、副作用、過量投与をほ ぼ防ぐことが可能となりました。また、院外処方箋については、臨
床検査値を発端とした疑義照会が一年間で約 600 件、そのうち処方変更となったのが約 140 件と
なり、禁 忌 が約 30~40 件 処 方 変 更されています。これは、驚くべき数です。当 院 は 850 床の病 院で
あり、院外処方箋は一年間に約 200,000 枚交付されています。これを日本全体に当ては めてみる
と、臨 床 検 査 値に関する疑 義 照 会 がどれ だ けあるのか、それがそのまま患 者さんに投 与されてい
るとなると、ゾッとする値となります。

医薬品別検査値データーベースを活用すると、キャリアに乏しい薬剤師も「これ、大丈夫かな ?」
と一度立ち止まることができます。これを繰り返し行うことによって、薬剤師自身の実力アップにも
繋がることは間違いありません。さらには、医薬品の効果の向上まで利用することが可能となって
います。

毎 日のように AI のことを耳にする昨 今、一 度、医 薬 品 別 検 査 値データー ベ ースを日 常 臨 床にご
活用いただきたいと思います。

千葉大学医学部附属病院薬剤部 教授 薬剤部長
石井 伊都子

お問い合わせ 販売元

特許第 6567051 号の特許権者は、国立大学法人千葉大学、株式会社メディファーム、東日本メディ
コム株式会社です。 
医薬品別検査値データベースの作成元は、株式会社メディファームです。 
その他、本カタログに記載されている会社名、商品名は各社の商標または 登録商標です。 
このカタログに記載されている内容は、2020 年 5 月 1 日現在のものです。 製品のデザインは、改善
等のため予告なく変更することがあります。
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